
 

平成20年4月22日 

E-mail 
office@kyougikai.org 

http:// 

www.kyougikai.org 

島根県教職員協議会 

№591 

全
日
教
連 

第
148

回
執
行
委
員
会 

島教協 情  報  
《 すべては「子供たちのために」 》 

〒693-0011 出雲市大津町2214  ℡/Fax:0853(22)7762  代表者 安達利幸  編集人 石原康博 

 

二
十
年
度 

 
 

 

島
教
協
新
役
員
で
ス
タ
ー
ト 

 

 

四
月
十
二
日
（
土
）
、
東
京
の
全
日
教
連
本
部
に
て
本
年
度

最
初
の
執
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
十
九
年
度
の
活
動
報
告

と
二
十
年
度
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
審
議
が
な
さ
れ
た
。
今
年

度
は
、
教
研
大
会
が
宮
崎
で
、
教
育
シ
ン
ポ
が
東
京
で
開
催
さ

れ
る
。
ま
た
、
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
、
高
知
で
行
わ
れ
る

予
定
で
あ
る
。
会
員
の
皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

 

出
教
協 

第
一
回
執
行
委
員
会 

 

平
成
二
十
年
度
島
教
協
役
員
選
挙
が
、
四
月
十
七
日
に
行
わ
れ
た
。
翌
日
、

選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
開
票
作
業
が
行
わ
れ
、
左
記
全
員
の
役
員
が
信
任

さ
れ
た
。
来
る
四
月
二
十
七
日
、
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲
に
て
、
第
一
回
執
行
委

員
会
を
開
催
し
、
今
年
度
の
活
動
方
針
や
予
算
等
を
審
議
し
て
行
く
予
定
で
あ

る
。 

 

役
員
・
各
支
部
単
組
委
員
長
共
々
、
島
教
協
の
ま
す
ま
す
の
充
実
・
発
展
の

た
め
に
、
力
を
合
わ
せ
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

【
総
会
の
ご
案
内
】 

 

島
教
協
の
定
期
総
会
は
、
五
月
三
十
一
日
（
土
）
午
前
十
時
よ
り
、
ビ
ッ
グ

ハ
ー
ト
出
雲
（
茶
の
ス
タ
ジ
オ
）
で
開
催
の
予
定
で
す
。
総
会
は
、
代
議
員
制

と
な
っ
て
お
り
、
各
支
部
か
ら
選
出
さ
れ
た
代
議
員
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

支
部
は
、
出
雲
、
斐
川
、
松
江
・
八
束
、
雲
南
、
大
田
で
あ
る
。
ま
た
、
上
記

支
部
代
議
員
以
外
の
会
員
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
が
で
き
る
。 

役 名 役 員 氏 名 地 区 所 属

会 長 安 達 利 幸 松 江 城 北 小

副 会 長 佐 野 美 保 雲 南 吉 田 小

副 会 長 吉 田 修 出 雲 高 松 小

副 会 長 奥 井 克 己 出 雲 出 雲 二 中

事 務 局 長 石 原 康 博 出 雲 専 従

事 務 局 次 長 森 山 恭 子 出 雲 大 社 中

事 務 局 次 長 勝 部 功 人 斐 川 西 野 小

事 務 局 次 長 渡 部 秀 文 出 雲 灘 分 小

執 行 委 員 岡 本 美 由 紀 出 雲 若 松 分

執 行 委 員 濱 﨑 牧 子 出 雲 西 田 小

執 行 委 員 黒 目 教 子 出 雲 大 津 幼

執 行 委 員 高 橋 勇 二 出 雲 塩 冶 小

執 行 委 員 小 野 宏 二 松 江 乃 木 小

執 行 委 員 山 﨑 美 重 出 雲 上 津 小

執 行 委 員 福 田 礼 子 出 雲 神 戸 川 小

執 行 委 員 内 藤 ま り 子 出 雲 今 市 小

執 行 委 員 石 倉 真 祐 美 出 雲 平 田 中

執 行 委 員 中 島 寿 美 出 雲 鵜 鷺 小

執 行 委 員 田 邊 冬 樹 雲 南 木 次 中

執 行 委 員 石 倉 貞 明 大 田 長 久 小

監 査 委 員 加 茂 美 紀 子 出 雲 出 雲 一 中

監 査 委 員 吾 郷 裕 子 出 雲 岐 久 小

 

四
月
十
八
日
（
金
）
、
出
雲
市

教
職
員
協
議
会
（
執
行
委
員
長 

山
﨑
美
重
）
は
、
出
雲
市
内
に
お

い
て
第
一
回
執
行
委
員
会
を
開
催

し
た
。 

 

特
に
、
二
十
年
度
の
活
動
方
針

と
予
算
案
に
つ
い
て
慎
重
な
審
議

が
行
わ
れ
た
。 

 

今
後
、
五
月
九
日
（
金
）
に
代

表
者
会
、
五
月
二
十
四
日
（
土
）

に
定
期
総
会
を
開
く
予
定
で
あ

る
。 

 
 《 

第
一
回 

教
育
講
演
会
の
ご
案
内 

》 

 
 

日 

時 
 

五
月
二
十
四
日
（
土
） 

十
時
四
十
分
よ
り 

 
 

場 

所 
 

ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲
（
茶
の
ス
タ
ジ
オ
） 

 
 

講 

師 
 

平
山 

諭
氏
（
倉
敷
市
立
短
期
大
学
教
授
） 

 
 

演 

題 

「
発
達
障
害
児
の
授
業
ス
キ
ル 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

環
境
対
話
法
を
活
用
し
た
」 

昨

年

に

続

い

て

第

二

弾 



 

 

島
根
県
教
職
員
協
議
会
は
、
昭
和
三
十
六
年
十
月
二
十
八
日
、
島
根
の

教
育
正
常
化
を
め
ざ
し
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
生
徒
を
犠
牲
に
し
た

教
育
ス
ト
、
特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
傾
倒
し
た
偏
向
教
育
に
対
し
て
、

県
内
の
良
識
あ
る
教
職
員
が
、
特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
教
育
現
場
に
持

ち
込
ま
ず
、
ひ
た
す
ら
健
全
な
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
育
成
に
情
熱
を
傾

け
よ
う
と
設
立
し
た
組
織
で
す
。 

 

平
成
二
年
に
は
、
三
十
周
年
記
念
式
典
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
ろ
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
あ
ゆ
み
」
を
見
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な

要
望
活
動
の
成
果
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

・
人
事
院
勧
告
完
全
実
施
（
昭
和
六
十
年
度
よ
り
） 

・
初
任
者
研
修
制
度
の
導
入
（
昭
和
六
十
二
年
度
よ
り
試
行
） 

・
四
週
六
休
制
の
導
入
（
昭
和
六
十
二
年
） 

・
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
法
の
堅
持 

・
産
前
休
暇
八
週
間
へ
の
延
長
（
平
成
元
年
度
よ
り
） 

・
育
児
欠
勤
制
度
の
導
入
（
平
成
元
年
） 

  

要
望
活
動
に
つ
い
て
は
、
毎
年
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
や
現
場
の
声
を
も
と

に
行
っ
て
い
ま
す
。
要
望
内
容
や
回
答
に
つ
い
て
は
、
学
校
代
表
者
を
と

お
し
て
校
内
・
園
内
で
回
覧
さ
れ
て
い
ま
す
。 

島
根
県
教
職
員
協
議
会
っ
て
ど
ん
な
組
織
？ 

２ 

紹介文

受付中 

 

「
学
校
紹
介
文
」
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
学
校
・
地
域
の
紹

介
、
研
究
発
表
・
実
践
紹
介
な
ど
を
掲
載
し
、
現
場
の
様
子
、
会
員
の
皆
様
の
様

子
を
伝
え
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
現
場
の
様
子
を
伝
え
る
た
め
に
も
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

申請忘れ 
 ありませんか？ 

 

島教協慶弔規定 

 

 ①結婚したとき 

  ５，０００円 

 ②子女誕生 

  ５，０００円 

 ③永年勤続30年 

  ５，０００円 

 ④病気見舞金 

  ５，０００円 

 (傷病休暇１ヶ月) 

 ⑤住宅災害見舞金 

   状況に応じて 

 

問い合わせ・申請は、

事務局までお願いしま

す。 

出雲市立大津小学校 

 大津小学校は、出雲市

の東側を流れる斐伊川の

すぐ近く

にある、

全校児童

約 650 名

の学校で

す。 

 斐伊川や高瀬川が近く

にあるので、総合的な学

習では、「斐伊川自然体

験隊」「ビオトープ自然

は友だち」等、水に関す

る取り組みをたくさん

行っています。また、

１・２年生も、生活科の

中で斐伊川の自然とふれ

合う活動を行っていま

す。 

 

祝
！
新
規
加
入
者 

 
 

岡
﨑 

寛
さ
ん
（
出
雲
一
中
） 

 
 

 

 

魅
力
あ
る
組
織
づ
く
り
が
、
新
規
加
入
者
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
に
つ

な
が
る
と
考
え
、
日
々
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
会
員
の
皆
様
、
隣

の
方
へ
の
声
が
け
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

全日教連 

 積立年金制度 
 

 全日教連は、島教協が加盟してい

る全国組織の教職員団体です。 

 退職後の不安を解消するために、

全日教連団体総合共済会は、会員の

皆様に、たいへん有利な条件による

積立年金制度を運営しています。 

 

＜5つの特長＞ 

 ① 予定利率 １．２２％ 

 ② 健全な保険会社に委託 

  （明治安田生命、富国生命、日   

   本生命、東京海上日動あんし 

   ん生命） 

 ③ 積立額（口数）の増額等、手 

   続きが簡単 

 ④ 税法上の取扱 生命保険料控 

   除の対象となります 

 ⑤ 多彩な年金コース 

申し込み・問い合わせ 
  全日教連団体総合共済会 

  ℡ ０３－３２３８－０５９９ 


